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図１　 著者らが所属する大学の卒業研究に占める文
献研究の割合






タ ベ ー ス（http://www.amazon.com） で 2012
年 9 月までキーワード検索を行った．国内では
文献研究と呼ばれることも多いが，英語表記で
は literature study/research よ り も literature 
review（s）が一般的である．タイトルに“literature 

























考慮して 14 種類 26 冊であった．このうち，
Synthesizing Research: A Guide for Literature 





表 1 に示す通り 1998年以降 13 種類 1-13），版の
違いまで考慮すると 25 冊が出版されていた．年
次別にみると，1998-2002年に 4 冊，2003-2007年
に 7 冊，2008-2012年に 14 冊であり，半数以上が
最近 5 年間に出版されていた．初版に関しても，



















る（p13）」．7 章立てで，1 章で LR の定義と役割，
教育課程ごとの到達目標，オリジナリティとは何













章で LR の技術として mapping（トピックや現
象に関する知識の関係図を作る分析手法）が，7

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































評価（手順 7）を解説する．再版とともに SR に
重点が移る．









第 1 部（1-2 章）で LR の基礎，第 2 部（3-6 章）




ある．1 章で，LR の背景と考え方，matrix 方式
の概要を解説し，2 章で，学術誌に掲載される論
文の典型的な構造を解説する．3 章で paper trail
（文書検索に関するプロセスの記録）を作成し使
用する方法と，基礎資料の検索を準備・実施する
方法を，4 章で LR に使う文書を選択し，整理し，














集・書き直しからなる．1 章で LR の概要を，2
章以降で各プロセスに対応した解説がなされる．



























5 章で品質評価と解釈，6 章で note-taking と剽
窃を，7-14 章で執筆の方法を，15-16 章で meta-




ー，量的レビュー，meta-analysis から各 3 編の
レビューと練習問題がある．
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Aveyard （2010）6）: Evidence-Based Practice（根
拠に基づく実践）を意識している．LR は「特定
のトピックに関連した文献の包括的な研究であり
解釈である（p5）」．1 章で LR の重要性を述べた
上で narrative/traditional review と SR という，
両極に位置する LR を紹介し，LR と他の研究の
相違を説明する．2 章の RQ の設定方法では，ト
ピック選択の戦略として，①実践での出来事，②
広範な読書（周辺情報獲得），③討論，④ mind 






検索を解説する．5 章で checklist に基づく文献
の評価の仕方を解説する．6 章で，知見を統合す
る方法として表集計による要約法を示した後に，






Ridley （2012）7）: LR を最終成果物と作成プロセ
スに分けて考える．11 章立てで，1 章で LR の
定義・種類，学位論文における位置付け，2 章で
LR の多様な目的，3 章で情報源と文献検索，4 章
で読書と note-taking の戦略，5 章で文献検索情
報の管理の仕方，6 章で LR の構造（searching，
reading，writing），7 章で文献の引用方法，8
章で critical reading/writing の方法論，9 章で
writer voice（著者の主張を出すための表現法），
10 章で LR の継続性（修正や新たな知見の取扱




て SQ3R（survey, question, read, recall, review）










































































る 要 素 は analysis，comparison と contrast，
synthesis と integration，evaluation の 6 要 素
である．Evaluation は他の全てのプロセスに関












Jesson ら （2011）11）: 全体を通じ「伝統的 LR と
SR の間に明瞭な境界はなく，狭義の SR でなく
とも systematic なレビューはできる（p10）」と








の 4 章）と情報の活用方法を解説する PART2
（⑤伝統的レビュー，⑥ writing up，⑦ SR，⑧
meta-analysis，⑨引用と plagiarism（剽窃），の
5 章）の 2 部構成である．方法論を systematic
に手順化して解説する．分析的（問題解決
型）読書として，EEECA（examine, evaluate, 
establish, compare, argue）と SQ3R の両モデル
を勧める．
Booth ら （2012）12）: 10 章立てで，1 章で LR の
役割，2 章で systematic なアプローチの方法論，
3 章で研究計画書の作成方法を説明した上で，4
章で研究課題の設定，5-8 章にかけて SALSA モ
デルに基づくレビューの方法論，9 章で執筆と
プレゼンテーションを解説し，10 章で project 
management の方法論を示す．Systematic とい
うキーワードを幅広く systematic approaches
（系統的な方法）とみなす．LR は systematic な
方法の程度によって，scoping review（研究の






systematic な approach には methods としての
SALSA モデルと presentation（実施した方法




意味は異なる．Search と appraisal では技術的
側面が大きい．品質評価では標準的な checklist










3 章で検索，4 章で文献の選択基準，5 章で文献
の critical な分析的・分類的な評価，6 章で執筆
石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.10, 2013
－ 13 －


































高い方法論である SR や meta-analysis などの
高度な LR の書籍が発行されたのが，LR の基本
書よりも早いことである．例えば，Statistical 
Methods for Meta-Analysis（Hedges & Olkin）







かになる．表 1 をもとにした書籍間の Network 
Diagram を図 2 に示す．これは，縦軸に年代，
横軸に注目する変数（図では専門分野）を取り，
引用・被引用の関係を示す mapping の一つであ
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ど），電子ジャーナル，pdf 媒体で提供される論文，















社会科学系の書籍では，argument や critical 
reading/writing など方法論や執筆行為そのも
のに対する比重が大きく，保健医療系の書籍で
は研究デザインなどの critical appraisal に重
点が置かれる傾向にある．しかし，これは程度
の問題である．書籍の概要を見てもわかるよう
に LR に必要な重要概念（systematic, analysis, 



















































が matrix 法，Ridley7） が tabular comparison，
Galvan4）や Pan5）が要約表として解説する方法，
あるいは表 1 や図 3 などもその例である．「マト






























































































その際，Feak & Swales8） が Task2 で取り上げ











えても traditional review 以上のことをするのは
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Syuichi OOKI，Kiyomi HIKO
Literature Review as Research Methodology 
－ Findings from English Language Books －
Abstract
　Literature reviews of English language books were assessed for research methodology. As 
of September 2012, 13 books with a total of 25 revisions were identified through an exhaustive 
internet book research. Books that were particularly related to higher-level literature review 
techniques, such as systematic reviews and meta-analyses, were excluded. The latest versions of 
all books were reviewed and the following findings were obtained. These books were written since 
1998; literature review was the specific research methodology used, which was based on structured 
steps and skills. Exhaustiveness and originality is needed for the good literature review. 
　The ability to conduct a literature review is regarded as an essential skill for graduate students, 
particularly those who write theses or dissertations. Training on how to conduct literature reviews 
offers useful opportunities to master basic research skills, including conducting a literature search 
(information gathering), appraisal of literature, synthesis of data, originality, and academic writing 
throughout the literature review process.
Keywords　literature review, book search, research methodology, exhaustiveness and originality
